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社 協

愛称です！



ふ

く

し

みんなで考えること



社会福祉法第109条

○各市町村に一つの社協。（全国ネットワーク）
○地域福祉の推進を目的とする。（地域福祉の中核）
○区域内の 社会福祉事業 又は 更生保護事業を経営する者の

過半数が参加。（住民参加、地域のネットワーク）

★社協の位置づけ･･･





南相馬市社協 組織体制
（平成２７年５月）

総務課

地域福祉課

地域包括支援センター

児童館

在宅福祉課

災害復興復旧ボランティアセンター

高齢者等サポートセンター

・居宅介護支援事業所
・訪問介護事業所
・居宅介護事業所
・訪問入浴介護事業所
・通所介護事業所

職員数 １４９名
（男性３０名・女性１１９名）

定数内 ４８名
嘱託職員 ７３名
臨時職員 ２名
非常勤職員 ２６名

生活支援相談室
事
務
局
次
長

事
務
局
長

理事 15名
会長 1名
副会長 2名
常務理事 1名

監事 2名

評議員 31名

原町地域・小高地域・鹿島地域



人には言えない、生活上のいろいろな悩みごとの
相談にのり、一緒に解決方法を探します。

◎秘密は絶対に守られます。



他の貸付制度が利用できない低所得者世帯、障がい者世帯または

高齢者世帯に対し、資金の貸付と必要な相談・支援を行うことにより、

経済的自立と生活意欲の助長促進 並びに 在宅福祉及び社会参加の促進

を図り、安定した生活を支援することを目的とした福祉制度です。

総合支援資金

福祉資金

教育支援資金

不動産担保型生活資金



行ってきまー
す！

日常の生活にお手伝いが必要なお年寄りなどのところ

に訪問し、介護や家事のお手伝いをします。

買い物

食事
づくり

おそうじ
せんたく

介護の
お手伝い



ねたきりのお年寄りなど、一人でお風呂に入ることが

難しい人のため、「入浴車」が訪問して、家の中で

お風呂に入ることを、お手伝いします。

「入浴車」には、浴槽やお湯、シャンプー、

タオルなど、おふろに必要な道具が、

すべて積んであります。

まってて
ネー!



日常生活に支えが必要なお年寄りが通う施設です。

入浴や昼食のお世話、レクリエーションなどが行われ、

一日を楽しく過ごしています。

※送迎も行っています。



お年寄りの 介護（支援）の計画を立てる人です。

・いろいろな福祉のサービスを知っていて、その人

一人ひとりにあったサービスの組みたてを行います。



お年寄りやその家族の様々な相談にのり、福祉サービス

などを利用するためのお手伝いを行います。

「地域包括支援センター」は、

原町に２ヶ所、小高・鹿島に各１ヶ所

あります。



●ひとり暮らしの高齢者や、高齢者のみ世帯の
方たちを対象した交流事業（年２回）

核家族化が進み、
ひとり暮らしのお年寄りなどを、地域で見守ること
が必要になってきています。

●ニコニコ元気塾（鹿島区）

引きこもりがちな高齢者を対象に、介護予防
を目的とした交流事業（週１回）



≪老人クラブ活動の支援≫

・健康･･･いつまでも健康でいられるように、健康づくり活動を
行っています。

・友愛･･･地域の仲間同士でたすけあうための活動を行っています。

・奉仕･･･地域のために、そうじなどの奉仕活動を行っています。

地域貢献

ゲートボール

スポーツ
大会

グラウンド
ゴルフ

パーク
ゴルフ

友愛訪問
学習会



≪高齢者生きがい対策事業≫

タブレット教室パソコン教室

パークゴルフ大会
（社協会長杯）

グラウンドゴルフ大会
（社協会長杯）



耳の不自由な人のために、手話をできる人が

会話のお手伝いにいきます。

目の不自由な人のために、「広報」をテープに録音

して届けます。



●手話通訳ができる人を増やすための講座

手話通訳の活動を希望する人を対象に開催。

（入門編・基礎編の２年間コース）

●手話に興味をもってもらうための講座

広く市民を対象に、夏休み期間中に開催。

●「声の広報」の読み手を増やすための講座

広く市民を対象に開催。（年１回）



「車いす」 や「電動ベッド」などを貸しています。

たくさんの仲間と、スポーツや歌やダンス

などで、１日を楽しく過ごす行事を行います。

車の貸出
もあります

車いすのま
ま乗れる



たくさんのおともだちや、地域の
ボランティアさんと、楽しく交流し
ます。



担い手
不足!!



放課後、小学校の児童が通い、

いろいろな遊びをして過ごしています。

仲町児童センター

高平児童館

南相馬市には、
児童センター（クラブ）が
合計１５ヶ所あります。



・赤い羽根 共同募金（10月～12月）

・歳末たすけあい募金（12月）

毎年、たくさんの人たちに協力をいただいています。

ありがとう
ございます!

集められた募金は、福島県内及び南相馬市内で、
様々な「地域福祉活動」に活用されます。



・火事などにあった家のお見舞いをしています。

・赤十字事業への協力をお願いしています。（寄付金など）

・献血への協力をおこなっています。

・各種講習会をおこなっています。



・ボランティアをしたい

・ボランティアをさがしてます

・ボランティアってなに？ あなたにあった
ボランティア

きっと
見つかります。

ボランティアの元気が、まちを元気にします！

むりなく きがるに たのしく



災害ボランティアセンター３.１１

生活復興ボランティアセンター

生活支援相談室

災害復旧復興ボランティアセンター
警戒区域
再編



災害ボランティアセンターの活動 （～平成23年７月３１日）

南相馬市災害ボランティアセンター（全体）

・ボランティア延人数 １９，７７１人 （県内6,290人・県外13,481人）

・ニーズ件数 １，９７９件

原町区 鹿島区
・ボランティア延人数 １２，６４１人

（県内４，０９０人・県外８，５５１人）

・ニーズ件数 １，３４８件

・ボランティア延人数 ７，１３０人

（県内２，２００人・４，９３０人）

・ニーズ件数 ６３１件

主なニーズ内容

・がれき撤去 ・泥出し ・流出物洗浄/展示 ・避難所運営補助

・在宅要援護者支援 ・支援物資配布/整理 ・託寺（たくじ）

・避難所から病院/入浴施設へ送迎（原町） ・ひまわりプロジェクト

・復興イベント補助 など







今もたくさんのご支援を
いただいています！



●災害ボラセン業務を通じて

①放射能の怖さを知りながら、この地に足を
運んでくれたことへの感謝

③南相馬市の現状を、多くの人に正しく伝え
てもらうことで、風評被害の軽減に貢献いた
だいていることへの感謝

全国のボランティアさんへの３つの感謝

②私達の故郷をきれいにしていただいている
ことへの感謝



（平成２7年6月現在 31名（実働29名）

生
活
支
援
相
談
室
長

1
名

１班・生活支援相談員 7名
受持ち仮設戸数 １１５３戸
借上げ住宅世帯数 ８９世帯

２班・生活支援相談員 7名
受持ち仮設戸数 １２８５戸
借上げ住宅世帯数（相馬市）３６８世帯

３班・生活支援相談員 7名
受持ち仮設戸数 ７０１戸
借上げ住宅世帯数 １２１３世帯

４班・生活支援相談員 ６名
受け持ち災害公営住宅 １７８戸
再建住宅

生
活
支
援
相
談
室
長
補
佐

1
名 ２３名体制（H26）から

４５名体制へ！



生活支援相談員とは
・阪神淡路大震災や新潟中越沖地震においても、社会福祉協議会にこうした

職員が配置され、大きな成果をあげた。

・制度に基づいて行うサービスや支援ではないが、社会福祉協議会の役割や

これまでの取り組みを踏まえて、国が予算化したもの。

〇被災者の生活課題・福祉課題の把握を行い、支援を要する人に対して、

必要なサービス活動ができるよう、相談や調整を行うとともに、既存の

サービス・活動で対応できないニーズについて、自ら支援を行う。

また、要援護者に寄り添って、個々のニーズに応える支援（個別支援）
を通してその自立を促進するとともに、住民同士のつながり、助け合いの

活動の支援（地域支援）を行う。

〇いのちをつなぐ、重要な役割









New! 平成27年4月1日よりスタート！















知的障がい者 や 精神障がい者などで、福祉サー
ビスなどの利用を自分で決めることが難しくなって
きた人のために、日常の生活のお手伝いをします。

●必要な福祉サービスの申し込みや、料金
の支払いを、本人の代わりにおこないます。

●生活に必要なお金の出し入れを、本人の
代わりに、銀行や郵便局に行っておこない
ます。

●大切な書類等（通帳や印かん）を、なく
さないように預かります。



利用者が抱える課題 全社協利用者調査から

１．金銭管理

○ガス・電気・水道などを止められるライフライン
に関わる項目や、家賃の支払いの滞納など、
自身の生命保持や居所の確保が困難となる状
況。

○金融機関等への負債、度重なる訪問販売契約、
収入に見合わない使途不明金など、他者から
の金銭等の搾取や権利侵害が生じている状況。

○通帳や印鑑などの管理が困難、収入に見合っ
た支出ができない状況。



利用者が抱える課題 全社協利用者調査から

２．衣食住の管理

○衣類の管理や身辺の清潔保持に課題のある
状況や、食事の内容や調理の方法などに課
題のある状況。

○住居の清掃がなされていないなどの問題や、
火事の危険性や水漏れの問題。

３．社会資源（フォーマルな社会資源）

○公的機関が提供するフォーマルな社会資源
の利用が適切になされていない状況。



利用者が抱える課題 全社協利用者調査から

４．社会資源（インフォーマルな社会資源）
○家族や親族が日常生活の手助けをすることが困
難。家族・親族が身近にいても関係性が悪いこと
や家族自体が多問題を抱える状況。

○ほとんど外出しない、他者の関与に拒否的など
孤独・孤立している状況。

５．情報の獲得・意思の伝達
○頻繁はもの忘れ、もの盗られ妄想がみられたり、
一時的に混乱してパニックになる状況や、郵便
物の内容の理解が困難であったり、署名等がで
きない状況。

６．金銭的・物質的な搾取等の虐待



地域の見守り
・支えあい活動

各種福祉サービス

成年後見制度
あんしんサポート

地 域
社会福祉協議会

市役所・
社会福祉事業所 等

家庭裁判所

ケアマネジャー、
ホームヘルパー、
各種相談員 ･･･

福祉委員会・
ふれあいサロン

親族後見人、
専門家後見人
（弁護士等）、
法人後見人

行政区長・
民生児童委員

地域住民・
ボランティア など

専門員（社協）

生活支援員 市民後見人



必要なもの







行政区などが中心となり、地域の人たちの交流を広める
ための活動をしています。

南相馬市子育て応援基金助成事業



同じ地域の住民同士がつどい、自由な雰囲気で交流でき
る「住民相互の支えあい活動」です。

引きこもりや孤立の防止、介護予防、地域の福祉力の
向上など、いろいろな効果が期待されています。



南相馬市には、
１０地区 で組織されています。

自分たちの住む地域の生活課題を、住民自ら解決するた
めに、社協や地域のいろいろな人たちといっしょに考え、
その地域に合った福祉活動をおこなっている団体です。

ふれあいサロン
高齢者の交流会

見守り・声かけ 活動

各種研修会



地域の人たちの生活の幸せを願い、ボランティアで

いろいろな活動をおこなう人たちです。

各地域に１人づつ
います。

子どもからお年寄りまで、
幅広くいろいろな相談に

のっています。

介 護
子育て

家 族ボランティア

社協や関係者と一緒になって、問題の解決方法を考えます。









地域福祉の目的は、高齢、障害、その他のさまざまな事情から福祉サービス
を必要とするようになっても、これまでつくりあげてきた家族、友人、知人と
の関係を保ち、文化やスポーツ、芸術、趣味などの社会的な活動に参加できる
ことで、誰もが自分らしく、誇りをもって、まちの一員として普通の生活を送
ることができるようになることです。
地域福祉を進めるためには、在宅での暮らしを支援するいろいろな福祉サー

ビスを整備することに加え、地域の人々の結びつきを深めるために助け合いや
交流活動を盛んにすること、道路、公園、商店街などを誰もが利用しやすいも
のとすることなどが、とても大切です。
地域福祉の実現には、一部の福祉関係の専門機関だけでなく、ボランティア

活動やまちづくりに取り組む市民の方々、保健・医療、住宅、建設、商工業に
たずさわるさまざまな専門家、団体の方々など、多くの人の協力が必要です。

地域福祉とは

（全国社会福祉協議会 ホームページより引用）





心ひとつに！世界に誇る南相馬の再興を！




